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笑顔の利用者と職員

　

介
護
や
保
育
、
障
が
い
者
支
援
な
ど

社
会
福
祉
事
業
の
需
要
は
高
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
人
材
の
確
保
と
定

着
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
各
事
業
所

に
は
処
遇
改
善
や
、
働
き
や
す
く
働
き

が
い
を
感
じ
ら
れ
る
福
祉
の
職
場
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
の
中
、「
い
わ
て
働
き
方
改
革

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
」
２
０
１
７
年
優
秀
賞
、

２
０
１
８
年
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
、

洋
野
町
の
社
会
福
祉
法
人
み
ち
の
く
大

寿
会
（
野
田
信
雄
理
事
長
）
の
取
組
を

紹
介
し
ま
す
。

 

職
場
環
境
改
善
の
経
緯

　

社
会
福
祉
法
人
み
ち
の
く
大
寿
会

は
、
洋
野
町
大
野
地
区
を
中
心
に
高
齢

者
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
提
供
し

て
い
ま
す
。
平
成
2
年
に
設
立
し
、
職

員
数
は
92
人
で
す
。
10
年
以
上
前
か
ら

職
場
環
境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
同
会
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
久

慈
平
荘
の
野
田
大
介
副
施
設
長
は
「
介

護
保
険
制
度
が
開
始
さ
れ
た
頃
は
、
順

調
に
職
員
を
採
用
で
き
ま
し
た
が
、
あ

る
時
期
、
新
卒
（
高
卒
）
者
の
応
募
者

が
な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

『
新
し
い
人
に
来
て
ほ
し
い
』
と
い
う

思
い
と
と
も
に
『
現
在
働
い
て
い
る
職

員
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
』
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り

返
り
ま
す
。

 

働
き
や
す
さ
の
探
求

　

同
会
で
は
「
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
職

員
は
働
き
や
す
く
な
る
の
か
」
を
検
討

し
ま
し
た
。
そ
し
て
女
性
職
員
が
多
い

こ
と
も
あ
り
「
子
育
て
中
の
職
員
」
へ

の
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。「
子
育

て
支
援
手
当
」
は
保
育
料
を
補
助
す
る

も
の
で
、
法
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
す
。

「
い
わ
て
働
き
方
改
革
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ

２
０
１
７ 

優
秀
賞
」
受
賞
に
当
た
り
、

「
子
育
て
支
援
手
当
」
は
高
い
評
価
を

得
ま
し
た
。
ま
た
、「
住
宅
取
得
応
援

助
成
金
交
付
要
綱
」
の
制
定
に
よ
り
、

新
築
住
宅
建
築
や
中
古
住
宅
を
購
入
す

る
職
員
に
助
成
す
る
制
度
を
始
め
、

２
０
１
８
最
優
秀
賞
受
賞
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
制
度
の
創

設
に
よ
り
、
過
疎
化
が
進
む
地
元
へ
の

定
住
・
定
着
を
促
進
す
る
効
果
も
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
（
※
大
野
地
区
外
の
住

宅
も
助
成
対
象
）。
ま
た
、
職
員
の
「
働

き
や
す
さ
向
上
」
の
た
め
、
他
に
も
様
々

な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す（
表
2
）。

 

働
き
方
改
革
の
効
果

　

久
慈
平
荘
に
勤
務
す
る
介
護
福
祉
士

の
水
上
孝
行
さ
ん
は
、
こ
ど
も
を
保
育

所
に
預
け
て
い
ま
す
。
水
上
さ
ん
は

「
経
済
的
に
楽
で
は
な
い
の
で
、
保
育

料
の
補
助
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

補
助
が
あ
る
と
気
持
ち
に
ゆ
と
り
が
も

て
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
こ
ど
も
に
も

や
さ
し
く
な
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

補
助
・
助
成
制
度
の
創
設
な
ど
に
よ

り
も
た
ら
さ
れ
た
効
果
に
つ
い
て
、
野

田
副
施
設
長
は
「
以
前
に
も
増
し
て
、

職
員
が
一
生
懸
命
働
い
て
く
れ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
ま
た
助
成
制
度
に
提
案

が
出
る
な
ど
、
職
員
自
ら
が
働
き
や
す

い
職
場
づ
く
り
に
対
し
て
、
積
極
性
が

出
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
」
と
応
え

ま
し
た
。

　

支
援
や
配
慮
が
必
要
な
求
職
者
を
積

極
的
に
採
用
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

働き方改革

　「一億総活躍社会」（＝少子高齢化が進行する中で、50年後も人口1
億人を維持し、職場・家庭・地域で誰もが活躍できる社会）を実現する
ための改革の１つ。従業員それぞれの仕事のやりがいや充実した生活
の調和の実現に向けて、企業と従業員が一体となって取り組む。人手
不足が課題となる中、企業の成長を後押しする戦略として、県内の企
業（事業所）でも取組が始まっている。

いわて働き方
改革AWARD

　県内の企業や団体の働き方改革を進めようとする「いわて働き方改
革推進運動」に参加し、エントリーシートを提出した企業（事業所）の
中から、具体的・先進的な取組を行っている企業（団体）が表彰される。
表彰は、従業員100人以下と101人以上に分けられている。

「いわて働き方改革 AWARD」等の概略 （表1）

社会福祉法人みちのく大寿会

社会福祉法人の働き方改革

いわて働き方改革
AWARD2018
最優秀賞受賞
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水上孝行介護福祉士

野田大介副施設長

安全衛生勉強会で産業医がストレスチェックの結果を報告

利用者を気遣う職員

は
「
職
員
が
、
障
が
い
を
も
っ
た
方
に

接
す
る
と
、
優
し
い
気
持
ち
を
持
ち
、

共
に
働
く
仲
間
に
配
慮
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
以
前
よ
り
と
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」。
ま
た
「
住
宅
取
得

応
援
助
成
」
に
つ
い
て
も
触
れ
、「
職

員
が
近
く
に
住
む
と
、
緊
急
時
に
心
強

い
で
す
し
、
洋
野
町
も
活
性
化
し
ま
す
。

だ
か
ら
地
元
の
人
を
応
援
し
て
い
ま
す
」

と
、
働
き
方
改
革
が
も
た
ら
し
た
効
果

と
、
地
元
を
思
う
気
持
ち
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

 

期
待
さ
れ
る

 

「
働
き
方
改
革
」の
推
進

　

岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
・
社
会
福

祉
法
人
経
営
者
協
議
会
（
熊
谷
茂
会

長
）
が
、
県
内
の
社
会
福
祉
法
人
を
対

象
に
、
平
成
30
年
2
月
6
日
か
ら
28
日

ま
で
実
施
し
た
「
地
域
に
お
け
る
公
益

的
な
取
組
等
実
施
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
」

に
よ
る
と
、
法
人
経
営
に
お
け
る
課
題

で
、
最
も
多
く
の
回
答
が
あ
げ
ら
れ
た

の
は
「
人
材
の
確
保
・
定
着
」
で
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
は
、
福
祉
人
材
確

保
等
の
必
要
性
が
反
映
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

県
内
で
は
、「
い
わ
て
子
育
て
に
や

さ
し
い
企
業
等
」
に
認
証
さ
れ
た
社
会

福
祉
法
人
（
表
3
）
な
ど
、
種
々
の
取

組
で
「
子
育
て
中
の
職
員
」
を
支
援
す

る
福
祉
関
係
事
業
所
も
増
え
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
多
く
の
事
業
所
が
、
積
極

的
に
働
き
方
改
革
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

休暇の
取得促進

〇有給休暇のうち、5日間連続のリフレッシュ休暇有。特別養護老人ホームの介護職
員はリフレッシュ休暇を100％取得。

労働生産性
向上

〇業務マニュアルは、誰が見ても分かりやすいように写真入りで作成するなど工夫
している。

就労による
経済的自立の
促進

〇定期昇給の毎年度実施、資格手当、業績手当、賞与を増額。介護職員の処遇改善を
行っている。
〇ここ3年、毎年非常勤職員から正職員への登用を行っている。今年（2018年）も6名
を正職員に登用。

それぞれの
ライフステージ
にある従業員
が活躍できる
職場づくり

〇平成21年より「子育て支援手当」を制定。子育て中の職員に対して、保育料の1/2（非常
勤職員1/3）を補助。子育て中の職員の経済的負担軽減と就労継続を支援している。
〇平成30年より「住宅取得応援助成金交付要綱」を制定。新築住宅建築及び中古住宅購入の
職員に対して助成する制度を始め、過疎化の進む地元への定住・定着を推し進めている。
〇支援や配慮が必要な求職者を積極的に採用。高齢者の特徴や障がい特性理解を促
進し、配慮ができる職場づくりにより働き方の改革を行っている。
　60歳以上の職員の割合25.8%（平成30年10月）。障がい者雇用率3.3%

キャリア形成
支援のための
取組

〇平成12年より「人事考課・目標管理制度」を導入し、適材適所の人員配置を実現。
　離職率9.4%（平成29年）［参考：介護労働者の離職率16.7％（平成29年：厚生労働省）］
　介護正職員の介護福祉士取得率91.6％

法人名 市町村 認証年月日
（最終更新年月日） 主な取組内容

社会福祉法人
つくし会

一関市 平成29年
4月17日

〇年次有給休暇の取得の促進のため、1時間又は0.25時間単位
での取得を可としています。

社会福祉法人
楽水会

釜石市 平成29年
3月10日

〇育児休暇を子どもが1歳2か月に達するまで取得できます。
〇年次有給休暇取得促進のため、40時間を上限として、1時間単
位で取得できるようにしています。

社会福祉法人
誠心会

葛巻町 平成29年
3月31日

〇育児のための所定外労働の制限の期間を、小学校就学の始期に
達するまでの子を養育する職員に対象範囲を拡大しています。

〇就業規則に妊婦休業を規定しています。
〇年次有給休暇の取得促進に関する内規を設置しています。

社会福祉法人
矢巾親和会

矢巾町 平成29年
3月1日

〇小学校入学前の子どもの誕生日には、職員に特別休暇を与え
ています。

〇年次有給休暇取得促進のため、１時間単位での取得を可とし
ています。

いわて働き方改革 AWARD2018　最優秀賞
社会福祉法人みちのく大寿会

「いわて子育てにやさしい企業等」に認証されている社会福祉法人の取組

（表2）

（表3）

平成30年12月現在

　岩手県では、仕事と子育ての両立支援など、男女が共に働きやすい職場環境づくりに取り組む企業等を認証し、顕
著な成果があった企業を表彰しています。
　対象は、県内に本社又は主たる事務所があり、常時雇用する労働者の数が300人以下の中小企業等です。

資料提供　社会福祉法人みちのく大寿会　特別養護老人ホーム久慈平荘

福祉ing


